
一遺跡の位置と環境

宇宿港遺跡は、大島郡笠利町宇宿字港にある。

奄美大島は300-､400mの山陵をもち、奄美諸島のなかでも特に険しい地形をなして

いる。海岸線は出入が多く、 しかも山裾が急傾斜をなして直接海に没している。これ

に対し、港遺跡の立地する笠利半島は全体に地形が緩やかで、低い台地を形成し、高

獄・淀山・大刈山の三山が脊梁として半島を東西に分けているが、その高さは200m

足らずである。

西側の笠利湾にのぞむ地域は海岸の屈曲が激しく、丘陵が海岸にせまり、大島通有

の地形をなしている。遺跡の分布は少なく、サウチ遺跡と鯨浜遺跡が知られているに

すぎない。サウチ遺跡は、笠利半島から更に分岐した小半島の突端近くの砂丘上に営

まれた遺跡で、生活杜や埋葬趾が発見されている。ま.た、紡錘車、磨製石錐など、弥
註1

生の文化的要素を帯びた遺物も出土し、広田遺跡と同類の貝符も採集されている。

半島の東側は全体として、標高10～60mの海岸段丘がひろがるなだらかな地形をな

している。海岸は、大島の他の地域に比べて単調で出入が少ない。砂丘や珊瑚礁の発

達力塔しく、遺跡の数が際立って多い（第1図)。崖下の狭陰な地点に立地した用遺

跡、海岸砂丘上にひろがる万屋遺跡や明神崎遺跡などからは、平底の底部に木葉の圧
註2

痕を有する兼久式土器が出土している。万屋遺跡の県道を挾んだ向い側の下山田遺跡

では、採砂によって包含層が露出し、いわゆる面縄前庭式や条痕文を施した土器片が

採集されている。土盛遺跡においては、貝匙の未製品や龍泉窯の青磁片が、また、ア
註3

ヤマル第1遺跡からは須玖式の察形土器の口縁部が採集されている。ヤーヤ遺跡は笠

利町唯一の洞窟遺跡で、奄美で初めてヤブチ式土器が発見され、大形の貝輪や貝符が
註4

採集された。手広遺跡は顕著な累層遺跡で、いわゆる兼久式土器から面縄西洞式の土
註5

器に至る6枚の文化層力確認されている。

宇宿港遺跡のある宇宿地区では、宇宿貝塚、宇宿小学校遺跡、高又遺跡などが存在

し、密度の高い遺跡地帯を形成している。特に宇宿貝塚は戦前から知られ、九学会の
註6

調査により宇宿下層式と市来式の共伴力轆認され、昭和53年の調査では、生活趾や埋
註7

葬阯などが発見された。高又遺跡においては、曽畑系土器とヤブチ式土器が出土して
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駐8

いる。

宇宿貝塚と宇宿小学校遺跡は高又川を挾んで南北に対時する砂丘の上に形成され、

高又遺跡は一段低い両者の中間地点に占地している｡往時はこのあたりまで海が湾入

していたと思われ、宇宿港遺跡はその湾口の北側の砂丘に形成されたものである。宇

宿貝塚と当遺跡を繋ぐ位置にある宇宿保育所建設の際、人骨や多くの土器片が出土し

たことから見てもこれらが一連の遺跡であったことは明らかである。(第2図;図版I)。

よって当週跡は小字名の上に総称としての大字名をつけ、宇宿港遺跡とした。当時こ

の一帯は水深の極く浅い珊瑚礁・巾着なりの湾・鰔水と汽水・砂丘の後背湿地・その

更に後の広壮な台地などをひかえたすぐれた生活適地だったのであろう。なお、当遺

跡の文献上の初見は、三宅宗悦氏『南島の旅』の「戦浜」の人骨出土地点であるらし
註9

い。 （谷口）

註1．河口貞徳・出口浩・本田道輝 「サウチ遺跡」 『鹿児島考古」12 1978

註2．河口貞徳 「奄美における土器文化の編年について」 r鹿児島考古』9

1974

註3．註2と同じ

註4．永井昌文・三島格 「奄美大島土浜ヤーヤ洞窟過跡調査概報」 『考古学

雑誌』 第50巻第2号1964

註5．竜郷町教育委員会 『手広遺跡発掘終了報告』 1979

註6．九学会連合奄美大島共同調査委員会編 『奄美一自然と文化』論文編19

59

註7．笠利町教育委員会 『宇宿貝塚』 1979

註8．熊本大学法文学部考古学研究室 『高又遺跡』 1978

註9．三宅宗悦． 「南島の旅」 『ドルメン』 第10号1935

調査の概要
一
一

l .調査の経過 〔第3図〕

昭和55年3月、大阪経済法科大学の瀬川芳則氏と中山清美が町営住宅整備工事の際

に人骨を発見した（1号人骨)。頭骨は原位置を離れていたが、それ以外の部位はほ

ぼ完全な状態であり、 しかも弥生相当期の可能性が強く、その資料的価値を重視した

中山によって応急の、 しかし入念な保存処置がとられた。奄美では先史埋葬人骨の発

見例が少なく、その性格を明確にすることの重要性について熊大考古学研究室と笠利
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3．遺物の出土状況 〔第5 ． 6図；図版Ⅳ．V]

発掘した範囲で、 I層．Ⅱ層は撹乱層であるため、ここではⅢ～V層における遺物

の出土状況について述べる。

Ⅲ層からは小土器片・貝刃・貝・獣骨・魚骨などがまばらに出土している。しかし、

ウスカワマイマイが集中している部分が数箇所ある。マガキガイ ・シラクモガイなど

の小型の貝が多く見られ、大型の貝は数点しか出土していない。Ⅲ層全体の遺物出土

量はⅣ層．V層と比べて少ない。

Ⅳ層から最も多くの過物を出土した。土器では發形土器片が多く、少量の壷形・鉢

形土器片もある。壺形土器は移入されたものであろう。この他、磨石・ヤコウガイ

のブタを利用したいわゆる貝刃・ヤコウガイの貝製品・貝・獣骨・魚骨などが出土し

ている。これらの遺物はⅣ層の下部で検出されたものが殆んどである。しかし遺物の集

中度は均一ではなく、E－1 ．E－2グリッドでは略全面に遺物があるが、 E－3グ

リッドでは一部に遺物が集中しているだけであった。また遺物が集中する箇所では土

器の出土量よりも貝の出土量が多く、穿孔貝や焼けた貝を含んでいる。貝は2～3個

重なった状態で出土しているものもある◎魚骨はブダイ科・フエフキダイ科・ベラ科

などの骨が出土している（第5図；図版Ⅳ下)。

1号土壌の東側で、E－3グリッド東壁から西側へ50～100cmの箇所では貝匙未製

品の集中が見られる。内側の光沢ある部分を上にした状態で出土しているものが多い

（図版Ⅳ上)。

V層ではVa ．b両層から遺物が出土しているが、Vb層上部から出土したものが

殆んどである。Vb層上部、 1号土壌の東側周辺一部で遺物の集中が見られるが、Ⅳ層

下部ほどではない（第6図；図版V下)。この箇所では少量の変形土器片・ゴホウラ

製の腕輪（図版V上） ・獣骨・魚骨・サンゴ・ヤコウガイのブタなどが見られる。甕

形土器は移入品であると思われる。 （西住）
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人骨は、工事の際に頭部が原位置から動かされてしまったが、南西に頭位をとり、

回内させた手を骨盤上に置いて、強く屈した下肢を左側へと倒した仰臥位で葬られて

いる。そして、人骨の左右足首付近と左肘関節部には貝力甑められた。右足首のもの

は二枚貝片、他の二者は巻貝である。また、手首・足首は、それぞれ20cmほど離れて

いることから、緊縛はされていなかったようである。副葬品はない。

2号土城墓は、E－1グリッドに所在し、工事によって砂が削り取られた南西の崖

面に接して検出された。わずか70cm×30dnほどの範囲に人骨を含んだ暗灰色の砂がみられ

ただけであるが、墓嬢内の砂質が均一で二次堆種特有の混じりがなく、また人骨

の相対的位置関係も崩れていないことから、プライマリーなものと判断した。墓壊底

はV層中に及んでおり、レベルからみて、Ⅳ層から掘り込んだものと考えなければな

らない。

人骨は、胸椎・肋骨・尺骨・僥骨等が墓城内に認められ、右尺骨が若干動いている

以外は、ほぼ相対的な位置関係を保っている。また、E－1グリッド区南西部の土城

墓に近い崖面から骨盤・大腿骨・腰椎・足根骨等下半身の骨が採集されており、南東

の崖面から､は、墓職内にあって原位置を保っていたと思われる上腕骨が採集されてい

る。しかし、墓擴周辺の精査にもかかわらず、頭部とその付近の骨は1片たりとも検出

されていない。このことは、墓擴内の人骨の位置関係から頭位が南東と推定されるこ

とから、 2号土擴墓の破壊が、頭側（南東）からと下半身側（南西）の2方向からな

され、前者の破壊による土砂は人骨とともに運び去られたことが考えられるのである。

その場合の埋葬姿勢は、前腕の骨がいずれも同じ高さでカットされ、逆に上腕骨は近

位を、 さらに大腿骨も遠位をカットされていることから、上下肢とも強く屈した仰臥

屈葬であったとの推定が可能である。なお、人骨の右I燗節近くに巻貝が1個みられた。

（田中）

四出土遺物

l .土器・陶磁器 〔第1表〕

〈土器〉 〔第8図・第9図13～23;図版Ⅸ･X上〕

土器の総量は整理箱に約三箱ほどであった。撹乱層のⅡ層以上を除いて、その量は
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Ⅳ層が最も多く、平面的にはE-1･2グリッドに集中していた。Ⅲ層には若干の弥生

後期土器の小破片が見られるが、器形を推定しうるものはなかった。以下、Ⅳ．V層

出土土器を中心に層位ごとにその特徴を述べる。

Ⅳ層出土土器 I類＝甕形の土器で次の5種に分類できる。 Ia類（第8図5.6.

8.9. ．第9図13） ；口縁部がくの字形に外反し、あまり胴張りのしない器形である。

Ⅱ層出土の7もこの範鱈に入る。 8の他は全て有文であるが、文様は口縁部の内外面

に沈線による波状文．X字文等を施している。13は胴部上半に外側からの刺突文を巡

らす。 Ib類（第8図10･第9図14.15) ;口縁部内面に明確な稜をもたずに外反する

土器である。Ⅱ層出土の11もこのタイプに含まれる。有文土器の文様構成はIa類の

それとほぼ同様であるが、沈線による二重の長楕円文の中に刺突連点を加えた特異な

モチーフを用いているもの(10)もある。 Ic類（第8図4) ;胴部の細片で、断面

三角形の突帯を貼付したものである。 Id類（第9図17) ;口唇部に刻目を有し、外

器面に沈線による曲線文を描くキヤリパー形の口縁に特徴づけられる土器である。

Ⅱ類＝直口の鉢形土器で、第9図19の一例のみの出土である。外面に浅い条痕がみら

れる。 Ⅲ類＝（第8図12．第9図23） ；二片とも同一個体のものと思われる。胴部

に一条の刻目突帯を貼付した尖底に近い丸底の壺形土器である。南九州よりの移入品

であろう。底部22はI類土器のものと思われる。

V層出土土器 I類＝（第8図1.2） ；口縁部がくの字形に外反する甕形土器。

1はその特徴から、南九州の山ノロ式土器で、本島に移入されたものであろう。

本遺跡出土の土器は殆んど島喚のものであるが、Ⅳ層．V層からはそれぞれ南九州よ

り将来されたと思われる土器が僅かながら出土している。これにより、ほぼ当該文化

層の時期的な把握が可能である。Ⅳ層は弥生時代後期前葉、V層は中期後半に相当す

る。なお、Ⅳ層出土のIc類土器は胎土や焼成等の特徴から、山ノロ式土器の島喚に

おける模倣と考えられる。Ⅱ層より兼久式土器の口縁部と思われる土器片(第9図16）

が出土しているが、撹乱層よりの出土のため他の土器との共伴関係は明確でない。

〈陶磁器〉 〔第9図24～28〕 今回出土した陶磁器は全てⅡ層以上の撹乱層

からのものである。24は白磁に青の染付をした伊万里焼の小型瓶で、25は黒釉のかか

った薩摩焼の小型壷である。28は琉球蜜の口縁部である。26．27は共に福建産のもの

で、26は高台付青白磁碗、27は高台付灰白磁碗の底部である。 （小畑．辻）
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2．石器 〔第IO図1～6 ･第l l図l ;図版X下〕

石器としては、使用痕乃至加工痕のあるもの8点が出土した。 1はE－1グリッド

Ⅱ層出土で、中央．両端及び側縁に敲打痕を残す。 3はE－3グリッドV層出土で、

両端部に研磨の痕があるo4はE－2グリッドⅣ層の出土で、欠損が著しいが、研磨

は全面に及んでいたようである。 5はE－1グリッドⅡ層から出土したもので、半ば

近くを欠損しており、図の下端にかけて敲打痕が著しい。 6はE－4グリッドI層か

ら出土した。形状が石匙状を呈する用途不明の石器である。三箇所に挟りを入れ、つ

まみ状の突起部を作り出している。この種の石器は砂丘遺跡から時折出土をみる。こ

の他周辺の畑から磨石2点が採集されている。また、中山清美によって本遺跡から表採

された磨製石錨がある。スレート製で、基部を欠失している。完形は二等辺三角形を

呈するようである（第11図1)。本島における磨製石錨は、サウチ遺跡・宇宿貝塚で

発見されている。 （辻）

3．貝製品

〈貝刃〉 〔第IO図7～12;図版Ⅲ上〕

ヤコウ貝の蓋の縁がほぼ半周ほど内側に向かって打ち欠かれたもの－いわゆる貝刃

力鞁片を含めて108点出土した。内訳は、撹乱層から81点、Ⅲ層から2点、Ⅳ層から

20点、V層から5点である。

第10図の標品は、 9がⅣ層から、他は撹乱層から出土したものである。貝刃の破片

には刃先を下にした状態で、横方向に割れたものが多い。刃先に磨滅した痕跡のみら

れるものもある。

いわゆる貝刃は、南島に広く分布しており、極めて多くの遺跡で発見されている。

（村岡）

〈貝製垂飾品〉 〔第l l図2)

E－3グリッドのⅣ層からイモガイ製垂飾品の残欠1点が出土した。イモガイの螺

頭先端部を横割りして中央部を穿孔したもので、外面は平坦に、側縁には丸味を持た

せ、内側の縫合部の渦巻状の突帯は横に研磨してその稜をつぶしてある。
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れたことが想定される。ちなみに表面に醤歯類による咬傷をもつものも多い。

○ウシ

E－2グリッドから中足骨、 E-1グリッドから中手骨が検出されている。いずれ

も骨体部の小片であり、撹乱層の出土である。ほかにも、左焼骨と思われる破片がE

－1グリッドの撹乱層から出土しているが、これら3点の牛骨は、包含層出土骨と保

存状態に差があり、 きわめて新しい時期に属するものと考えられる。

○ヤギ

E－1グリッドから右肩甲骨、 E－2グリッドから左寛骨が出土しており、肩甲骨

は撹乱層の出土であるが、寛骨はⅣ層の出土となっている。しかし、この寛骨には撹

乱層特有の黒色土が全体に付着しており、やはり撹乱層出土のものとすべきであろう。

保存状態はきわめて良く、ウシ同様後世のものとした方が無難であろう。

○ウマ

Eグリッド撹乱層から左肩甲骨が出土している。保存状態・色調ともに牛骨に酷似

し、後世のものであろう。

○イヌ

E－2グリッド撹乱層から左上腕骨近位部が出土している。これも、保存状態．色

調からみて、新しい時期のものと考えられる。

以上のように、宇宿港遺跡からは2綱6種の動物遺存体力雅認されているが、弥生

時代に属すること力確実なものはウミガメとリュウキュウイノシシの2者のみである。

この結果は、過去の宇宿遺跡群の調査結果と同様であり、この2者が食料源として大

きな比重を占めていたことを再確認した形となったようである。

本報告にあたっては、九州大学医学部解剖学教室標本を参考にし、永井昌文教授の

指導を受けた。また、九州大学文学部考古学研究室木村幾多郎助手、同理学部大学院

修士課程（生態学）仲谷淳、同医学部解剖学第2講座那須哲夫・土肥直美の諸氏には

関係文献をはじめとして多くの御教示を賜った。末筆ながら記して謝意を表したい。

なお、図版写真は那須哲夫氏によるものである。 （田中）
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宇宿港遺跡出土の人骨について
一
ハ

九州大学解剖学教室 永井昌文

第1号人骨男性、成年

この遺跡調査の端緒となった人骨で、昭和55年3月、町営住宅建設のための採砂整

地中、その頭部が露出した。そこで同月22．23の両日、奄美考古学研究会員等は笠利

町教育委員会と連絡をとりつつ緊急試掘を行ない、既に採取した頭・頚部以外の全身

骨の原埋葬位を確認した後､保存処理を施して埋め戻し、同年7月の本調査を待った。

出土状態：本調査における設定グリッドE－3区の第Ⅲ層からの掘込みと推定され

る土蠣中より出土した。埋葬姿勢は仰臥屈葬、頭位は南52.西で両肘はゆるく曲げ手

骨は骨盤上にあり、下肢は強く曲げて左横膝にそろっている。埋葬当初の肢位が問題

であるがおそらく、木棺などを使用して立膝であったものがその後倒れたものではな

く、股・膝・足の各関節に乱れが殆んど無く、左足骨はむしろ底面を上にしているこ

となどから、最初からこのような姿勢で葬られたもののように思う。墓砿の膝部にお

ける拡がりもこれを裏づけている。

保存状態：全身骨がほぼ揃っており、骨質も比較的良好である。ただ発見時の事情

で頭骨はその右半に大きな欠失部があり、顔面骨も所々に小片を欠く。其の他、足指

の中．末節骨がほとんど無いが、これは3月の緊急発掘時に失なわれたものであろう。
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残存する顎骨の歯式は下記の通りである。

8●○●43○●IO234567C

●．｡……歯槽閉鎖O……･空歯槽一……･･不明

墓壌内砂のpHは9.01GIz①、 8.57(KC2)[中橋・未発表〕で骨の保存のためには

非常に良好な砂質と思われるが、海綿質に富む骨端では皮質力測落した箇所が多い。

推定年齢：歯牙の咬i耗度はMartin氏の1度ないし2度であり、恥骨結合面の加齢

状況はTodd氏のⅣ期(30～35才）の様相を呈するので成年とした。

推定性別：頭骨および骨盤骨の性徴よりして、男性であることは疑を容れない。

推定身長: 159.1cm

左大腿骨最大長(414mm)よりPearson氏の式で推定した身長は上記の如くである。

頭形示数：78．1 中頭形

抜歯風習の痕跡：上顎切歯4本の歯槽がすべて閉鎖しており、下顎左の側切歯およ

び犬歯の切縁が近遠心方向に斜に磨耗しているので、あるいは上顎左側の切歯に偏側

性の風習的抜歯が存在したのではないかと疑が持たれるが、全歯列に餓歯が多数見ら

れるので、この点は定かではない。

特記事項：この人骨には右下腿に腔腓合併骨折後の変形治癒痕が見られる。すなわ

ち脛骨骨折で普通に見られる中・下音境界部よりはやや下に、斜の骨折面が後上方か

ら前下方に向い､両端にあたる骨間縁と内果上方に假骨の異常増殖を見る。腓骨の骨折

面は、脛骨のそれのほぼ延長上にあって骨体中央部に近く高位にあるが、方向を異に

し鋭く斜に前上方より後下方に向う。骨折部の屈曲転位は著しくなく、両下腿骨は左

側のそれに較べ約2cmの短縮を来たしている。

第2号人骨女性、成年

この人骨は3月の予備調査以前に大半を撹乱された後、 7月の本調査の際、 その残

部が原埋葬の位置に発見されたと思われるものである。本調査時、自然の配置で出土

したのは下位胸椎とそれに接合する肋骨ならびに腰椎でE－1グリッド西端の第Ⅳ層

からである。他の諸骨は断片として3月の予備調査で数片、 7月の本調査でさらに数
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片、附近から採取されている。全体としては一体分を構成し、同一個体と思われるが、

下肢の主要長骨と頭骨などは得られていない。骨量は不完全であるが、骨質は良好で

ある。

脊椎骨や諸関節に老年性の変化が見られないことから、成年ないしは熟年初期と思

われる。また、幸い残った寛骨片の特徴（大坐骨切痕の開きなど）や四肢骨がやや細

小であることなどから女性と見てよいであろう。

今回の調査で得られたのは上記の2遺体であるが、そのうち資料として他の地域出

土人骨との比較に堪えうるのは第1号人骨のみである。比較的完全な弥生時代男性人

骨の出土はこの地域では初めてであるので、今回は紙面の都合上、計測成績を割愛し

たが、今後の貴重な南島人の資料として保存したい。

なお、埋葬遺跡としては、集団埋葬墓的な性格が稀薄であることも注目して行きた

い◎

七まとめ

往時宇宿の低地一帯は小さいながら巾着形に口の締った湾を形成していた。この湾

は、云わば砂丘の中の大きな水溜りのような状況で、極く浅く、所々に洲が頭を出し

ており、西南方向から水量の多い前川が、西北方向から細いが水勢のやや強い高又川

が流れ込み、前者の南岸と後者の北岸が即ち湾の縁であった。宇宿港遺跡はこの北岸

の砂丘に形成された遺跡であり、遺構としては人骨を納めた土壊があるだけで、各層

位にわたって土器・石器が散在するが、あまり密ではなく、全体として小集落の縁辺

部のような様相を呈していた。

宇宿の一帯からは弥生文化の波及を示す資料の発見があいついでいる。土器に例を

とると在来の土着系の土器、弥生の土器の型を踏んだものと思われる土器、薩南方面

の弥生土器そのもの、の三者が混在する。宇宿港遺跡においても同様で、出土の土器

は形式的には弥生の中・後期の型に依っており、しかも全体の土器に対する比率の高

さには注目すべきものがある。最近この種の土器を出土した遺跡としては、宇宿の諸

地点と、サウチ遺跡・手広遺跡などがあるが、今のところ笠利半島に集中した観があ

る。宇宿上層期の遺物の再検討を急ぐ必要があるし、九州乃至薩南の弥生文化との関

連の具体相、即ち伝播か変容かと言ったような問題、またそれを可能ならしめた在地
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の文化の主体的な条件などにつき、判断資料の増加をはからねばならない。

調査の云わぱ眼目であった人骨2体はそれぞれ違った層に属する土塘に埋葬された

もので、 1体は弥生後期に相当する時期のもの（2号人骨)、他の1体は弥生後期に

相当する時期か若し〈はそれをさほど下らない時期のものである（1号人骨)。壌は

壊がひどく、例えば置石等の施設の有無はわからなかった。

1号人骨は成年男性のものと推定され、南西に頭を置いた仰臥位で、下肢は屈げら

れているが緊縛されていなかったと推定された。また右下腿に骨折の痕があり、抜歯

痕の可能性のある歯槽閉鎖がみとめられた。 2号人骨はその大部分が原位置を動かさ

れていたか若しくは失なわれていたが、成年女性と推定され、南東に頭を置き、上下

肢ともに強く屈した仰臥葬であったろうとされた。両者とも副葬品は見当らぬが、手

足の関節に貝や螺を添わせた形痕のあることは、南西諸島から裏日本にかけて類似の

例があり、注意を要する。 なお、港遺跡の埋葬は、セメトリーに依るものではなさ

そうである。三宅宗悦氏の「南島の旅」に、付近から人骨の出ることが述べられては

いるが、保育園や市営住宅地の地均しの様子では、この付近が人骨の密集地であった

とは考えにくい。近在の広田遺跡や鳥ヶ峰埋葬杜ではセメトリーが形成されていたに

かかわらず、略同時期のものと推定される宇宿人骨・馬毛島人骨・港人骨にその様相

が見当らず、個々に埋葬される傾向の認められることは、先述の弥生文化の伝播など

の問題を考える際に考慮を払わねばならない点であろう。

いわゆる貝刃、ヤコウ貝製の匙の半製品、火を受けた大形の貝・ウミガメなどは、

特にこの地点を目ざして捨てられたものではなく、この地点とその近傍で営まれた日

常生活によって散乱したものである。特にイノシシはこの地点で解体された可能性が

強いとされている。このあたりは集落の縁辺部であったのであろうし、その位置と遺

物出土の状況は、馬毛島埋葬趾でも見られたように、死者と生者の隔絶がそれほど厳

しいものではなかったことを物語っている。

なお、貝類では礁原に棲むものが目立ち、魚類はベラ・プダイなどの浅海・砂洲に

多い魚種と、カワハギ・クロダイなど、好んで内湾に入り、半鰄水域に出入するもの

が中心をなしている。フエフキダイ・ハタなども礁原とその付近で捕獲されたとみて

よいようである。奄美全域に見られる遺跡と内湾性地形、遺跡と礁原の対応関係は、

当時の生業の程度に由来すると見てよいのであろう。 （白木原）
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